
      

①
公
明
党
議
員
会 

②
閑
馬
町
１
０
０
０-
１ 

③(

65)

１
７
２
９ 

④
地

球

温

暖

化

等

の
影

響
で
、
物

価

が

高
騰
し
市
民
生
活
の
環
境
も
大
き
く
変

わ
り
つ
つ
あ
る
中
、
世
界
で
は
、
環
境
が
破

壊
さ
れ
洪
水
・
山
火
事
な
ど
の
異
常
気
象

が
頻

発

し
て
い
ま
す
。
本

市
に
お
い
て
も

CO ₂
削
減
な
ど
の
脱
炭
素
化
の
推
進
や
少

子
高
齢
化
に
伴
う
福
祉
・
医
療
の
充
実
、

そ
し
て
、
次
の
時
代
を
築
く
た
め
の
子
育

て
・
教
育
環
境
の
更
な
る
充
実
が
、
喫
緊

の
課
題
と
感
じ
ま
す
。 

私
は
、
小
さ
な
声
に
耳
を
傾
け
、
市
政

に
反
映
さ
せ
る
た
め
、
市
民
の
夢
が
実
現

出
来
る
よ
う
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。 

 

      

①
新
政
ク
ラ
ブ 

②
赤
見
町
３
２
５
６ 

③(

25)

０
２
３
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④
少
子
高
齢
化
・
人
口
減
少
社
会
を
迎

え
、
少
子
化
対
策
は
急
務
で
あ
ろ
う
と

考
え
ま
す
。
そ
の
た
め
子
育
て
支
援
環

境
整
備
に
取
り
組
む
と
共
に
、
本
市
の

推
進
テ
ー
マ
は
定
住
促
進
で
あ
り
ま
す
。 

 
 

 
 

ゆ
え
に
高
質
な
雇
用
創
出
環
境
整
備

の
た
め
、
企
業
誘
致
を
行
う
こ
と
。
そ

の
た
め
に
は
、
産
業
団
地
開
発
等
の
推

進

は

急

務

で

あ

り

ま

す

。

出

流

原

PA

周

辺

A
ゾ

ー

ン

開

発

断

念

に

よ

る

新

規
企
業
誘
致
用
地
の
開
発
等
に
つ
い
て

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。 

   

      

①
新
政
ク
ラ
ブ 

②
越
名
町
３
１
３ 

③(

87)

４
１
１
５ 

④
今
年
は
元
号
昭
和
で
数
え
ま
す
と
、
１０ ０

年
と
な
り
ま
す
。
佐
野
市
も
二
十
歳
か
ら

二
十
一
歳
に
な
る
年
で
す
。
乙
巳
（
き
の

と
み
）
の
年
は
、
「
再
生
や
変
化
を
繰
り
返

し
な
が
ら
柔
軟
に
発
展
し
て
い
く
」
年
と

言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。 

現
在
の
佐
野
市
政
運
営
は
、
産
業
団

地
開
発
の
中
止
や
指
定
管
理
者
の
破
綻

問
題
等
で
停
滞
し
て
い
る
状
況
を
多
く
の

市
民
の
方
が
感
じ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

新
年
に
あ
た
り
、
新
鮮
な
行
政
運
営
の
始

ま
り
が
進
む
よ
う
に
皆
さ
ん
と
「
令
和
の

改
新
」
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。 
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